




要約:1 回尿における尿中銅排泄測定により Wilson 病スクリーニングが、可能かどうかに

ついて検討した。尿の採取には、除銅容器を用い、ICP-Mass spectrometry にて銅を測定

した。1 回尿の、尿中銅/尿中クレアチニン比は、3 歳以上、cut off 値 0.2μg/mg という

設定にてスクリーニング可能と判断した。現段階では、3～5 歳あるいは就学前において

マス・スクリーニングとして採用する方向で検討していきたいと考える。


